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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
生物脱臭装置であって、
略水平方向に回転軸を有する回転体と、
前記回転体の下方に位置する水槽と、
前記回転体を回転させる回転駆動手段とを備え、
前記回転体は、内筒、前記内筒と同心の外筒及び放射状に配置された複数の仕切り板を有
し、前記仕切り板によって前記内筒と前記外筒とが固定され、前記内筒、前記外筒及び前
記仕切り板によって形成された担体充填部に脱臭用担体が充填されるとともに、前記仕切
り板により前記脱臭用担体の移動を調整可能とし、
前記回転体の前記内筒が支持部材によって回転可能に支持され、
前記回転体の前記内筒の端部の少なくとも一方は、送風機と接続可能であり、
前記内筒及び前記外筒は、それぞれ貫通孔を有し、前記内筒内に供給された被処理ガスが
、前記内筒の貫通孔を通過して前記担体充填部に導入可能である、生物脱臭装置。
【請求項２】
前記回転体の前記内筒内に被処理ガスを供給可能に接続された送風機を備える、請求項１
記載の生物脱臭装置。
【請求項３】
前記回転体と送風機との間に配置され、前記内筒内に供給される被処理ガスの湿度を調整
する湿度調整手段を備える、請求項２に記載の生物脱臭装置。
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【請求項４】
前記内筒及び／又は前記外筒が、エキスパンドメタル、金属発泡体、パンチングメタル及
び金属網からなる群から選択されるいずれかにより形成される、請求項１から３のいずれ
か一項に記載の生物脱臭装置。
【請求項５】
前記内筒及び／又は前記外筒の材質が、アルミニウム、鉄、ステンレス鋼及び繊維強化プ
ラスチックからなる群から選択される少なくとも一つである、請求項１から４のいずれか
一項に記載の生物脱臭装置。
【請求項６】
前記水槽が、栄養源供給手段、温度調整手段、及び余剰菌体の分離手段の少なくとも一つ
を備える、請求項１から５のいずれか一項に記載の生物脱臭装置。
【請求項７】
請求項１から６のいずれか一項に記載の生物脱臭装置を用いた生物脱臭方法であって、回
転体の担体充填部に脱臭用担体が充填され、前記回転体内の脱臭用担体の一部が浸漬する
ように水槽内に液体が注入された生物脱臭装置に被処理ガスを導入すること、及び、前記
回転体内の脱臭用担体の一部を前記水槽内の液体に浸漬させながら、前記回転体を回転さ
せることを含む、生物脱臭方法。
【請求項８】
前記被処理ガスが、揮発性有機化合物ガス、アンモニア、硫化物ガス及び低級脂肪酸ガス
からなる群から選択される少なくとも一つを含む、請求項７記載の生物脱臭方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生物脱臭装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、生活環境に近接した中小規模事業場や畜産業からの悪臭苦情が増加し、また、苦
情の原因となる悪臭の発生源が多様化する傾向がある。中でも、印刷・塗装工場等から排
出されるガスに含まれる揮発性有機化合物（ＶＯＣ）は悪臭をもたらすだけでなく、浮遊
粒子状物質（ＳＰＭ）や光化学オキシダント等の原因物質でもある。このため、個々の事
業所におけるＶＯＣ排出削減に向けた対策が求められている。また、平成１８年に大気汚
染防止法が改正され、大規模施設等におけるＶＯＣ排出基準値等が設定された。
【０００３】
　悪臭の脱臭方法として、低コストで環境負荷が少ないことから、微生物を利用する方法
が注目されている。この微生物を利用する脱臭方法は、ＶＯＣに由来する悪臭の除去に有
効であると考えられており、様々な脱臭処理方法や装置が提案されている。例えば、微生
物を担持させる担体として特定の含水率及び比表面積を有する活性炭を使用する方法(特
許文献１)、微生物を担持させる担体として粒径、形状又は表面の性質の異なる複数の担
体を使用する方法(特許文献２)等が提案されている。その他には、脱臭を行う部分と栄養
源補給や洗浄を行う部分とに担体を区切り、脱臭と洗浄を並行して行う生物脱臭装置（特
許文献３）、排水を減圧することによって排水中のＶＯＣを気体中にストリッピングした
後、微生物によって処理する方法（特許文献４）等が提案されている。
【特許文献１】特開２００４－２４９９６号公報
【特許文献２】特開２００３－９３８３８号公報
【特許文献３】特開２００７－２１６１７４号公報
【特許文献４】特開２００４－２６７８５１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、微生物を利用する場合、微生物の生育環境を保つために装置内に散水手
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段を設ける必要があるため脱臭装置が大型化し、設置場所が確保できないという問題があ
った。そこで、本発明は、小型化が可能な生物脱臭装置及び生物脱臭方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の生物脱臭装置は、略水平方向に回転軸を有する回転体と、前記回転体の下方に
位置する水槽と、前記回転体を回転させる回転駆動手段とを備え、前記回転体は、内筒、
前記内筒と同心の外筒及び仕切り板を有し、前記仕切り板によって前記内筒と前記外筒と
が固定され、前記内筒、前記外筒及び前記仕切り板によって脱臭用担体を充填可能な担体
充填部が形成され、前記回転体の前記内筒の端部の少なくとも一方は、送風機と接続可能
であり、前記内筒及び前記外筒は、それぞれ貫通孔を有し、前記内筒内に供給された被処
理ガスが、前記内筒の貫通孔を通過して前記担体充填部に導入可能である生物脱臭装置で
ある。
【０００６】
　本発明の生物脱臭方法は、本発明の生物脱臭装置を用いた生物脱臭方法であって、回転
体の担体充填部に脱臭用担体が充填され、前記回転体内の脱臭用担体の一部が水槽内の液
体に浸漬するように液体が注入された生物脱臭装置に被処理ガスを導入すること、及び、
前記回転体内の脱臭用担体の一部を前記水槽内の液体に浸漬させながら、前記回転体を回
転させることを含む、生物脱臭方法である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、小型化が可能な生物脱臭装置及びそれを用いた生物脱臭方法を提供で
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　［生物脱臭］
　本発明において生物脱臭とは、微生物を用いて被処理ガス中の臭気を取り除くことをい
う。好適には、微生物を用いて被処理ガス中の大気汚染や臭気の原因となる物質を分解す
ることであって、より好適には微生物を担持させた担体を使用し、担体内に上記原因物質
を吸着し、微生物によって上記原因物質を分解させて被処理ガス中の原因物質の濃度や臭
気を低減させることをいう。
【０００９】
　［被処理ガス］
　本発明において被処理ガスとしては、例えば、大気汚染や臭気の原因となる物質を含む
ガスが挙げられる。上記原因物質を含むガスとしては、例えば、印刷工場、蛍光灯製造工
場、液晶モジュール製造工場、電子部品の製造工場、畜舎等から排出されるガスが挙げら
れる。大気汚染や臭気の原因となる物質としては、例えば、揮発性有機化合物（ＶＯＣ）
、アンモニア、硫化水素、硫化メチル、メチルメルカプタン、低級脂肪酸等が挙げられる
。本発明において揮発性有機化合物（ＶＯＣ）とは、大気中に排出され又は飛散した時に
気体である有機化合物のことをいう。ＶＯＣガスとしては、例えば、トルエン、キシレン
、酢酸エチル、酢酸ブチル、イソプロピルアルコール、スチレン、スチレンモノマー、メ
チルエチルケトン、２－プロパノール、ジクロロメタン、ベンゼン、エチルベンゼン、ク
ロロベンゼン、パラジクロロベンゼン及びトリクロロエチレン等を含むガスが挙げられる
。低級脂肪酸としては、例えば、酢酸、酪酸、プロピオン酸、ノルマル酪酸、ノルマル吉
草酸及びイソ吉草酸等が挙げられる。
【００１０】
　［脱臭用担体］
　本発明において脱臭用担体とは、微生物を担持可能な担体とその担体に微生物を担持さ
せたものをいい、例えば、被処理ガスの吸着及び／又は分解が可能な担体のことをいう。
担体は、生物脱臭に使用される公知の担体を使用でき、例えば、被処理ガスの成分や担持
させる微生物の種類等に応じて適宜決定できる。担体としては、例えば、ポリオレフィン
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、ポリビニルアルコール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、ポリア
クリルアミド、光硬化性樹脂及びウレタン樹脂等の合成高分子樹脂；オイルスポンジ、寒
天、アガロース、カラギーナン、アルギン酸等の天然高分子；キトサン、セルロース、セ
ラミックス、ゼオライト等の有機又は無機材料等で形成された担体が挙げられ、好ましく
はポリオレフィン、オイルスポンジ、並びに、もみ殻、ゼオライト、硬質ウレタンフォー
ム及びグラススラブ等を含むロックウールで形成された担体である。保水性及び安定性の
観点からポリオレフィン素材の担体が好ましく、環境面の観点から生分解性であるオイル
スポンジが好ましい。被処理ガスがトルエン、酢酸エチル、イソプロパノール、酢酸ブチ
ル、ベンゼン等を含む場合、例えば、モレキュラシーブ等のゼオライト、ポリオレフィン
素材、オイルスポンジ等の担体が使用できる。被処理ガスがキシレン等を含む場合、例え
ば、モレキュラシーブ等のゼオライト、オイルスポンジ、セラミックス、活性炭、繊維性
活性炭、多孔質カーボン等の天然繊維質の担体が使用できる。被処理ガスがアンモニア、
硫化水素、硫化メチル及びメチルメルカプタン等を含む場合、例えば、ロックウールを主
成分とし、さらにもみ殻、ゼオライト硬質ウレタンフォーム及びグラススラブ等が配合さ
れた担体を使用できる（特開２００６－１５０１３５号公報参照）。ポリオレフィン素材
の担体としては、例えば、ソフトロンキューブ（商品名：積水アクアシステム株式会社製
）が挙げられる。担体の気泡の形状は、独立気泡及び連続気泡のいずれであっても良く、
微生物の担持の観点から連続気泡が好ましい。担体は、１種類であっても良いし、２種類
以上の複数種類の担体を組み合わせたものであっても良い。
【００１１】
　担体に担持させる微生物としては、生物脱臭に使用される微生物が使用でき、例えば、
シュードモナス属、フラバオバクテリューム属、アシイノバクター属、マイクロカーハウ
ス属、ジャニバクター・ブレビス等のジャニバクター属、メタン資化属、アルカリジェネ
ス属、マイコバクテリウム属、バクテリウム属、ニトロソモナス属、アンシロバクター属
、キサントバクター属、マイコバクテリウム属、ロドコッカス属、バシラス属、ミクロコ
ッカス属、コリネバクテリウム属及びアシネトバクター属等が挙げられる。微生物は、１
種類の微生物を単独で使用してもよいし、２種類以上の微生物を組み合わせて使用しても
よい。
【００１２】
　［生物脱臭装置］
　本発明の生物脱臭装置は、略水平方向に回転軸を有する回転体と、前記回転体の下方に
位置する水槽と、前記回転体を回転させる回転駆動手段とを備え、前記回転体は、内筒、
前記内筒と同心の外筒及び仕切り板を有し、前記仕切り板によって前記内筒と前記外筒と
が固定され、前記内筒、前記外筒及び前記仕切り板によって脱臭用担体を充填可能な担体
充填部が形成され、前記回転体の前記内筒の端部の少なくとも一方は、送風機と接続可能
であり、前記内筒及び前記外筒は、それぞれ貫通孔を有し、前記内筒内に供給された被処
理ガスが、前記内筒の貫通孔を通過して前記担体充填部に導入可能であることを特徴とす
る。
【００１３】
　本発明の生物脱臭装置によれば、例えば、微生物を担持させた担体の少なくとも一部を
水槽内の液体に浸漬させながら回転体を回転させて脱臭処理を行うのが可能であることか
ら、例えば、脱臭装置内に散水用ノズル等が別途配置されていない場合であっても、微生
物の生育に最適な環境を維持できる。このため、本発明の生物脱臭装置によれば、従来の
脱臭装置と比較して小型化が可能である。また、本発明の生物脱臭装置は小型化が可能で
あるため、例えば、動力及び熱源等のイニシャルコスト及びランニングコストを低減でき
る。また、担体の一部を液体に浸漬させながら脱臭処理を行うことができるため、例えば
、担体の閉塞及び目詰まり等を低減でき、脱臭効率を向上できる。
【００１４】
　［回転体］
　本発明の生物脱臭装置において回転体は、略水平方向に回転軸を有する。本発明におい
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て略水平方向とは、水平方向（鉛直方向に対して直交方向）に限られず、例えば、鉛直方
向と回転軸との交角が６０～１２０度となる範囲を含む。回転体内に担持させた担体に均
一に水分を供給する観点から、回転体の回転軸と鉛直方向との交角が９０度付近となるよ
うすることが好ましく、より好ましくは回転体の回転軸が水平方向である。
【００１５】
　回転体は、支持部材によって回転可能に支持されていれば良く、例えば、回転体の両端
が支持部材によって回転可能に支持されていることが好ましい。装置の小型化の観点から
、より好ましくは回転体の両端が水槽の縁に固定された支持部材によって支持されている
ことである。支持部材は、回転体の内筒を直接支持しても良く、この場合、内筒が回転体
の回転軸となりうる。また、支持部材は、内筒に形成された保持部を支持しても良い。支
持部材は、例えば、転がり軸受及び滑り軸受等の軸受、軸受とハウジングとを備える軸受
ユニット、ロータリーキルン炉に用いられる支持部材等が挙げられる。
【００１６】
　回転体は、内筒、内筒と同心の外筒及び仕切り板を有し、仕切り板によって内筒と外筒
とが固定されている。内筒、仕切り板及び外筒によって形成される空間が脱臭用担体を充
填可能な担体充填部となる。
【００１７】
　内筒は、例えば、中空の略円筒形であり、その側面（円柱面）には複数の貫通孔が形成
されている。内筒の貫通孔は、内筒に供給された被処理ガスを担体充填部内に導入するた
めに形成される。このため、内筒の貫通孔は、例えば、外筒に囲まれた担体充填部に位置
する部分に形成され、内筒の貫通孔を通過した被処理ガスの略全てが脱臭用担体内に導入
される構造となっている。内筒の端部の少なくとも一方は、送風機と接続可能であり、そ
こから内筒内に被処理ガスを導入可能である。内筒の両端が送風機と接続可能であり、両
端部から内筒内に被処理ガスを導入しても良い。内筒の端部の一方から被処理ガスを導入
する場合、他方の端部は、内筒の貫通孔以外の部分から導入された被処理ガスが排出され
ないように、例えば、気密封止されている。
【００１８】
　内筒の貫通孔の大きさは、例えば、内筒の内部に供給された被処理ガスが通過でき、担
体充填部に脱臭用担体を充填可能な範囲であれば良い。内筒の貫通孔の直径は、例えば、
下限が３ｍｍ程度であり、上限が１０ｍｍ程度である。内筒の側面の開口率は、例えば、
３０～９５％であり、好ましくは５０～９５％である。内筒の直径は適宜設定でき、例え
ば、１０～１００ｃｍである。貫通孔の形状としては、丸、角、六角、長丸、長角等が挙
げられる。内筒の材質としては、例えば、アルミニウム、鉄、ステンレス鋼等の金属材料
及び繊維強化プラスチックが使用できる。強化繊維プラスチック（ＦＲＰ）としては、例
えば、炭素繊維強化プラスチック（ＣＦＲＰ）、ボロン繊維強化プラスチック（ＢＦＲＰ
）、アラミド繊維強化プラスチック（ＡＦＲＰ，ＫＦＲＰ）及びガラス繊維強化プラスチ
ック（ＧＦＲＰ）等が挙げられる。内筒は、例えば、エキスパンドメタル、金属発泡体、
パンチングメタル及び金属網等により形成できる。
【００１９】
　外筒は、例えば、中空の略円筒形であって、内筒の外周を囲むように同心状に配置され
ている。外筒の側面（円柱面）には、複数の貫通孔が形成されている。外筒の貫通孔は、
担体充填部で脱臭処理されたガスを回転体の外部に放出し、担体充填部に水槽内の水分を
供給するために形成される。外筒の貫通孔の大きさは、例えば、担体充填部内の脱臭用担
体に担持された微生物に水分を供給でき、担体充填部で脱臭処理された被処理ガスが貫通
孔を通過できる範囲であれば良い。外筒の貫通孔の直径、例えば、下限が３ｍｍ程度であ
り、上限が１０ｍｍ程度である。また、外筒の側面の開口率は、例えば、３０～９５％で
あり、好ましくは５０～９５％である。貫通孔の形状としては、例えば、丸、角、六角、
長丸、長角等が挙げられる。外筒の直径は、例えば、生物脱臭装置に導入される被処理ガ
スの処理効率等に応じて適宜設定でき、例えば、２５０～３２０ｃｍであり、イニシャル
コスト及びランニングコスト等の観点から２５０～２８０ｃｍが好ましい。外筒の材質と
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しては、例えば、アルミニウム、鉄、ステンレス鋼等の金属材料及び繊維強化プラスチッ
クが使用できる。強化繊維プラスチック（ＦＲＰ）としては、内筒と同様のものが使用で
きる。外筒は、例えば、エキスパンドメタル、金属発泡体、パンチングメタル及び金属網
及び等により形成できる。
【００２０】
　仕切り板は、内筒と外筒との間に、内筒と外筒とを固定するために配置される。仕切り
板の配置形態は、内筒と外筒とを固定できる限り特に制限されない。複数の仕切り板が、
回転軸の軸心と略同一平面上に放射状に（例えば、歯車の歯のように）配置されても良い
。あるいは、回転軸の軸心と直交する平面上に（例えば、ドーナツ状に）配置されても良
い。回転体の回転時における担体の保受及び脱臭用担体の充填容易性の観点から、複数の
仕切り板が回転軸の軸心と略同一平面上に放射状に配置されることが好ましい。また、こ
の場合、仕切り板の幅は外筒の幅と略同じであることが好ましい。すなわち、このように
仕切り板を形成することによって、例えば、担体の移動を適度に調整でき、担体内におけ
る水分の均一化及び担体による被処理ガスの吸着効率を向上できる。仕切り板は、外筒及
び内筒と同様に、貫通孔が形成されていても良い。放射状に配置する仕切り板の数は、回
転体の直径等に応じて適宜設定することができ、例えば、２、３、４、５、６、７、８、
９又は１０程度であり、回転時における担体の移動の観点から６又は８が好ましい。この
場合、仕切り板は一定の間隔で配置されていることが好ましい。
【００２１】
　回転体の両端部であって、内筒の外周と外筒の内周とにより形成される開口部は、カバ
ー部材を取り付け可能であっても良い。回転体の前記開口部から担体充填部に脱臭用担体
を充填後、上記開口部にカバー部材を取り付けることにより、例えば、生物脱臭装置の使
用時に脱臭用担体が回転体の外部に排出・落下することを低減できる。カバー部材には貫
通孔が形成されていても良いが、被処理ガスが回転体の上記開口部から外部に漏れないよ
うに封止できることが好ましい。脱臭用担体の入れ替えが容易になることから、カバー部
材は着脱可能であることが好ましい。
【００２２】
　内筒及び外筒の幅（長さ）は、例えば、生物脱臭装置を設置する箇所等に応じて適宜設
定でき、例えば、１００～１０００ｃｍであり、イニシャルコスト及びランニングコスト
等の観点から２００～５００ｃｍが好ましい。また、内筒の幅（長さ）は外筒の幅（長さ
）よりも長くすることが好ましい。
【００２３】
　回転体を回転させる回転駆動手段としては、一般的な回転駆動手段を利用でき、例えば
、モータ（駆動手段）とベルト（伝導手段）とにより構成される伝動装置、モータ直結型
伝動装置、歯車減速機、巻き掛け伝導装置等が挙げられる。
【００２４】
　［水槽］
　水槽は、回転体の下方に位置し、その内部に液体を貯留することが可能である。水槽は
、液体の注入及び／又は排出を容易にする観点から、注入・排出口を備えていることが好
ましい。水槽の大きさは、回転体の大きさに応じて適宜設定できる。水槽の材質としては
、例えば、アルミニウム、鉄、ステンレス鋼等が使用できる。
【００２５】
　水槽は、例えば、栄養源供給手段、温度調整手段及び殺菌手段の少なくとも一つを備え
ていてもよい。栄養源供給手段は、水槽に微生物の活性の維持及び／又は向上のための栄
養となる物質を添加するための手段であって、例えば、栄養物質貯槽と栄養物質を送るポ
ンプとにより構成される。温度調整手段は、水槽内の液体の温度を微生物の活性に最適な
温度に調整するための手段であって、例えば、ヒータ等の加熱手段等が挙げられる。殺菌
手段は、例えば、水槽内における微生物の繁殖等を抑制し水槽内の液体の水質を維持する
ための手段であって、紫外線ランプ等が挙げられる。
【００２６】
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　本発明の生物脱臭装置は、さらに送風機を備えていても良く、送風機は回転体の内筒内
に被処理ガスを供給可能に接続される。送風機は、回転体の内筒の端部の少なくとも一方
と、例えば、パイプ等を介して接続できる。送風機は、温度調整手段を備えていてもよい
。温度調整手段によって、被処理ガスの温度を微生物の生育に適した温度に調整し、微生
物による脱臭効率を向上できる。
【００２７】
　本発明の生物脱臭装置は、微生物の生育に最適な環境に調整する観点から、さらに湿度
調整手段を備えていても良く、湿度調整手段は回転体と送風機との間に配置され、回転体
内に供給される被処理ガスの湿度を調整する。湿度調整手段としては、例えば、スクラバ
ー等が挙げられる、また、被処理ガスに散水するための散水ノズルとポンプとを備えてい
ても良く、湿度調整手段を構成するポンプが水槽と接続され、水槽内の液体を散水用の液
体として利用可能であっても良い。湿度調整手段は、例えば、送風機と内筒との間に配置
すればよく、装置の小型化の観点から、送風機と内筒とをつなぐパイプ内に散水ノズル等
を形成することが好ましい。
【００２８】
　本発明の生物脱臭装置は、回転体の担体充填部に担体が充填可能であり、また、担体充
填部に脱臭用担体が充填されていてもよい。担体の充填率は、例えば、５０～１００％で
あり、担体の目詰まり及び移動の観点から９０％程度が好ましい。
【００２９】
　本発明の生物脱臭装置は、さらに、回転体及び水槽を支える架台並びに屋根等を備えて
いても良い。回転体の上部に屋根を形成することによって、例えば、水槽内に雨水が浸入
することを防止できる。
【００３０】
　本発明の生物脱臭装置は、悪臭発生施設に設置し、そこで排出されるガスの脱臭に使用
することができる。悪臭発生施設としては、例えば、印刷工場、蛍光灯製造工場、液晶モ
ジュール製造工場、電子部品の製造工場、畜舎等が挙げられる。本発明の生物脱臭装置は
、小型化が可能であるため、例えば、上記施設の屋根の上等に設置して使用できる。
【００３１】
　［生物脱臭方法］
　本発明の生物脱臭方法は、本発明の生物脱臭装置を用いた生物脱臭方法であって、回転
体の担体充填部に脱臭用担体が充填され、前記回転体内の脱臭用担体の一部が水槽内の液
体に浸漬するように液体が注入された生物脱臭装置に被処理ガスを導入すること、及び、
前記回転体内の脱臭用担体の一部を前記水槽内の液体に浸漬させながら、前記回転体を回
転させることを含む。
【００３２】
　生物脱臭装置に導入された被処理ガスは、回転体の内筒の貫通孔を通過して脱臭用担体
が充填された担体充填部に導入される。担体充填部内において、例えば、脱臭用担体によ
るガス中の臭気や大気汚染の原因物質の吸着及び／又は微生物による分解処理を行うこと
ができ、好適には担体及び微生物により原因物質の濃度や臭気を低減させて被処理ガスの
脱臭を行うことができる。
【００３３】
　本発明の生物脱臭方法によれば、回転体内に充填された脱臭用担体の一部が、脱臭処理
の間に定期的及び／又は断続的に水槽内の液体に浸漬するため、例えば、担体の閉塞及び
目詰まり等を低減できる。このため、本発明の生物脱臭方法によれば、例えば、長期間、
高い脱臭効率を維持することができ、メンテナンス及びランニングコスト等を低減できる
。
【００３４】
　回転体の回転速度は、回転体の直径及び外気の湿度等によって適宜設定でき、例えば、
１時間あたり０．１～１０回転（ｒｐｈ）が好ましく、回転方法は、間欠回転又は連続回
転でもよい。
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【００３５】
　被処理ガスの温度は、微生物の生育環境及び活性の観点から、例えば、３０～４０℃で
あることが好ましい。回転体内に導入する被処理ガスの風速としては、例えば、３～１５
ｍ／ｓであり、好ましくは７～１２ｍ／ｓである。また、内筒から外筒への被処理ガスの
通過風速、より具体的には内筒及び／又は外筒の貫通孔を通過する風速は、例えば、０．
０４ｍ／ｓ～０．３ｍ／ｓであり、好ましくは０．０６ｍ／ｓ～０．１５ｍ／ｓである。
内筒と外筒との間に充填されている担体と被処理ガスとの接触時間は、例えば、５秒～６
０秒であり、好ましくは１０秒～３０秒である。
【００３６】
　水槽内の液体としては、例えば、水が使用でき、さらに微生物の栄養源等を含んでいて
も良い。栄養源としては、例えば、フェノール及びトルエン等の芳香族系炭化水素、ピル
ビン酸、フマル酸、酢酸、ギ酸、酪酸、安息香酸及び乳酸等の有機酸、グルコース、トレ
ハロース、スクロース等の糖、アミノ酸、核酸及びビタミン等の活性化物質等が挙げられ
る。水槽内の液体は定期的に入れ替えても良い。入れ替えのタイミングは、例えば、内筒
及び／又は外筒の貫通孔を通過する被処理ガスの風速によって決定できる。水槽内の液体
は、外筒の貫通孔を通過する被処理ガスの風速が、例えば、０．０４ｍ／ｓ未満となる場
合入れ替えることが好ましく、より好ましくは０．０６ｍ／ｓ未満、さらに好ましくは０
．１ｍ／ｓ未満である。
【００３７】
　本発明は、その他の態様として、略水平方向に回転軸を有し、その内部に脱臭用担体が
充填された回転体に被処理ガスを導入すること、及び前記回転体内の脱臭用担体の一部を
水槽内の液体に浸漬させながら、前記回転体を回転させることを含む生物脱臭方法を含む
。この態様の生物脱臭方法では、略水平方向に回転軸を有し、その内部に脱臭用担体が充
填された回転体に被処理ガスを導入すること、及び、前記回転体内の脱臭用担体の一部を
前記水槽内の液体に浸漬させながら、前記回転体を回転させて脱臭処理を行う以外は特に
制限されず、例えば、上述及び後述の生物脱臭装置又はその部品を適宜使用して行うこと
ができる。本発明のその他の態様の生物脱臭方法は、例えば、本発明の生物脱臭装置を用
いて行っても良く、また、本発明の生物脱臭装置における回転体と同様の構成を有する回
転体を使用して行うことができる。
【００３８】
　つぎに、本発明の生物脱臭装置及びそれを用いた脱臭方法の例について図１から４に基
づき説明する。但し、本発明は以下の例に制限されない。
【００３９】
　図１から３は、本発明の一実施形態の生物脱臭装置の構成を概略的に示す図面であって
、図１が斜視図であり、図２が正面図であり、図３が側面断面図である。内部構造を示す
ために、図１ではカバー部材、伝導手段及び駆動手段が取り除かれた状態を示し、図３で
はカバー部材及び支持部材が取り除かれた状態を示している。
【００４０】
　図１から３に示すように、生物脱臭装置１は、回転体１１と、駆動手段１７及び伝導手
段１８からなる回転駆動手段と、水槽１２と、送風機２３とを備え、回転体１１及び水槽
１２は架台２１上に配置され、回転体１１の上部には屋根２２が設けられている。
【００４１】
　回転体１１は、図２に示すように、その一部（回転体の直径の１／３程度）が水槽１２
内に位置するように、水槽１２の縁に固定された支持部材１９によって支持されている。
回転体１１の回転軸は略水平方向である。回転体１１は、図１に示すように、内筒１３、
内筒１３と同心である外筒１４、内筒１３と外筒１４との間に形成された仕切り板１５に
より構成されている。図１の回転体１１では、６枚の仕切り板１５が、回転軸の軸心と略
同じ平面上に略均等な間隔で配置されている。仕切り板１５の幅と外筒１４の幅とは略一
致している。仕切り板１５、内筒１３及び外筒１４によって担体充填部１６が形成されて
おり、生物脱臭装置１の軸心と直交する方向における担体充填部１６の断面形状は扇形で
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ある。内筒１３の外周には軸受（図示せず）が形成され、軸受を介して支持部材１９によ
って回転体１１は支持されている。駆動手段（モータ）１７は水槽１２の縁に固定されて
いる。伝導手段（ベルト）１８は、駆動手段１７からの駆動力が回転体１１（内筒１３）
に伝導可能なように取り付けられている。
【００４２】
　回転体１１の内筒１３の一方の端部にはパイプ２０を介して送風機２３が接続されてお
り（図２）、パイプ２０を介して内筒１３の内部に被処理ガスを導入可能である。内筒１
３の他方の端部は、他端は未処理の被処理ガスが外部に放出されないように気密封止され
ている。パイプ２０の内部には、散水ノズル及び防塵フィルター（図示せず）が配置され
ている。
【００４３】
　水槽１２には、水等の液体を貯留可能であり、回転体１１の担体充填部１６に充填され
た担体に担持された微生物を生育するために適切な水分を補給することができる。水槽１
２は、水槽１２内のゴミ等を回収する観点から、底部が傾斜していることが好ましく、底
部の中央部にゴミ等が集まるように水槽１２の正面方向からの断面が漏斗形状であること
がより好ましい。回転体１１の上部には屋根２２が形成されており、これにより、例えば
、水槽１２内に雨水等が入ることを防ぐことができる。
【００４４】
　図４に示すように、回転体１１を構成する内筒１３及び外筒１４は、それぞれ側面に貫
通孔を備えている。内筒１３及び外筒１４は、いずれも、複数の円筒形部材を連結させ、
それを仕切り板１５によって固定したものであっても良いし、また、内筒及び外筒を仕切
り板によって固定したものを複数連結させて形成したものであっても良い。また、回転体
１１の内筒１３及び外筒１４の間に形成される開口部にはカバー部材を取り付け可能であ
る。なお、図４では、内筒１３及び外筒１４の形状が円筒状の場合を示すが、内筒１３及
び外筒１４の形状はこれに限られるものではなく、例えば、多角形筒状であっても良い。
【００４５】
　本実施形態の生物脱臭装置１において、例えば、回転体１１の幅を３２００ｍｍ、外筒
１４の直径を３０００ｍｍ、内筒１３の直径を１８２５ｍｍ、内筒１３と外筒１４との距
離を１１７５ｍｍ、水槽１２の底部の長さを３５００ｍｍとすることができる。また、内
筒１３及び外筒１４の貫通孔の径は、例えば、外筒１４を１０ｍｍ、内筒１３を１２ｍｍ
とすることができる。
【００４６】
　回転体１１の担体充填部１６に充填する脱臭用担体は、被処理ガスの種類によって適宜
設定できる。トルエン、酢酸エチル、酢酸ブチル、イソプロピルアルコール等のＶＯＣガ
スの場合は、例えば、ソフトロンキューブ（商品名：積水アクアシステム株式会社製、空
隙率９６％、セル径１．１ｍｍ、比表面積３０００ｍ2／ｍ3、真比重０．９９ｇ／ｃｍ3

）等のポリオレフィン素材の担体を使用することが好ましい。キシレン等のＶＯＣガスの
場合は、例えば、オイルスポンジ（原材料：再生面、胡桃等）を使用することが好ましい
。アンモニア等の畜舎から排出される悪臭の場合は、例えば、ロックウールを主成分とし
、さらにもみ殻、ゼオライト硬質ウレタンフォーム及びグラススラブ等が配合された担体
を使用することが好ましい。脱臭用担体に担持させる微生物の種類は、上述の通り、適宜
決定できる。
【００４７】
　水槽１２内に注入する液体の量は適宜決定でき、例えば、回転体１１の直径の１／６程
度が浸漬する程度とすることができる。
【００４８】
　この生物脱臭装置１を用いた脱臭方法の一例について説明する。
【００４９】
　水槽１２に水を注入し、担体充填部１６に脱臭用担体を充填し、カバー部材を取り付け
た生物脱臭装置１に、送風機２３によってパイプ２０を通じて悪臭発生施設から排出され
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るガスを導入し、回転体１１を回転駆動手段によって周方向に回転させる。
【００５０】
　パイプ２０を通じて内筒１３内に供給された被処理ガスは、図３に示すように、矢印Ａ
方向に内筒１３の貫通孔を通過して担体充填部１６に導入された後、外筒１４の貫通孔を
通過して矢印Ｂ方向に回転体１１の外部に放出される。この担体充填部１６を通過する間
に、被処理ガス中の原因物質が担体に吸着及び／又は微生物に分解され脱臭できる。
【００５１】
　送風機２３からの風量は、例えば、１２ｍ／ｓ程度とすることができる。この場合、内
筒１３及び／又は外筒１４の貫通孔を通過する時の風速は、例えば、０．１２ｍ／ｓ程度
となる。微生物の活性及び生育の観点から、送風機２３の温度調整手段（図示せず）によ
り被処理ガスの温度を、例えば、３０～４０℃に加熱し、加熱した被処理ガスを導入する
ことが好ましい。パイプ２０には防塵フィルター（図示せず）が配置されており、そこで
、被処理ガス中のほこりや塵等が除去できる。微生物の活性及び生育の観点から、パイプ
２０と内筒１３との連結部付近に形成された湿度調整手段（図示せず）によって被処理ガ
スの湿度を、例えば、５０％程度に調整することが好ましい。
【００５２】
　回転体１１の回転は、回転体駆動手段によって行うことができる。回転体１１を回転さ
せることによって、被処理ガスを脱臭する間に、例えば、定期的及び／又は断続的に回転
体１１内に充填された脱臭用担体に水分を補給することができる。また、担体を水槽１２
内の水と接触させるため、例えば、死滅した微生物を洗浄でき、担体の閉塞や目詰まりを
低減できる。回転体１１は、微生物の活性及び生育環境の観点から、１時間で１回転（１
ｒｐｈ）できる程度で回転させることが好ましい。また、微生物の活性の観点から、水槽
１２内に栄養源として、例えば、ＭＡＩアース（商品名、ポエール製）を注入しても良い
。
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　本発明の生物脱臭装置及び生物脱臭方法は、例えば、印刷工場、蛍光灯製造工場、液晶
モジュール製造工場、電子部品の製造工場、畜舎等から排出されるＶＯＣガスや悪臭の脱
臭処理に有用である。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】図１は、本発明の一実施形態の生物脱臭装置の概略構成を示す斜視図である。
【図２】図２は、本発明の一実施形態の生物脱臭装置の概略構成を示す正面図である。
【図３】図３は、本発明の一実施形態の生物脱臭装置の概略構成を示す側面断面図である
。
【図４】図４は、本発明の一実施形態の生物脱臭装置における回転体の概略構成を示す斜
視図である。
【符号の説明】
【００５５】
１　　　生物脱臭装置
１１　　回転体
１２　　水槽
１３　　内筒
１４　　外筒
１５　　仕切り板
１６　　担体充填部
１７　　駆動手段
１８　　伝導手段
１９　　支持部材
２０　　パイプ
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２１　　架台
２２　　屋根
２３　　送風機

【図１】 【図２】
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